
市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

Chikush ino C i t y  In format ion

広報ちくしの 平成29年４月１日 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。7

　
市
が
課
税
し
て
い
る
全
て
の
土
地
ま
た
は

家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
記
載
し
た
縦
覧
帳
簿

を
所
有
す
る
物
件
に
応
じ
て
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
は

縦
覧
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

縦
覧
で
き
る
人　
納
税
義
務
者
本
人
ま
た

は
委
任
を
受
け
た
代
理
人

●
期
間　

４
月
３
日(

月)

～
５
月
１
日

(

月)

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

●
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

●
場
所　
税
務
課
固
定
資
産
税
担
当
窓
口

●
縦
覧
に
必
要
な
も
の

▽�

縦
覧
す
る
人
の
官
公
署
な
ど
が
発
行
し
た

本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面 (

運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど)

▽�

代
理
人
の
場
合
は
納
税
義
務
者
か
ら
の
委

任
状

▽�

納
税
義
務
者
が
法
人
の
場
合
は
法
人
の
代

表
者
印
を
押
印
し
た
委
任
状

※�

固
定
資
産
課
税
台
帳(

名
寄
帳)

の
閲
覧

に
つ
い
て
は
、
本
人
資
産
に
係
わ
る
部
分

に
限
り
常
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

●�

平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
評
価
な
ど
の
税
の
諸
証
明

は
、
４
月
３
日(

月)

か
ら
発
行
し
ま
す
。

●�

平
成
29
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
は
、
４
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
。

●�
平
成
29
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
納
期
限

▽
第
１
期　
５
月
１
日(

月)

▽
第
２
期　
７
月
31
日(

月)

▽
第
３
期　
10
月
２
日(

月)

▽
第
４
期　
12
月
25
日(
月)

カ
ミ
ー
リ
ヤ
巡じ

ゅ
ん

回か
い

福ふ
く

祉し

バ
ス
の
バ

ス
停て

い

な
ど
が
変へ

ん

更こ
う

に
な
り
ま
す

●�

４
月
１
日
か
ら
山
家
コ
ー
ス
に
「
岡
田
東
」

の
バ
ス
停
を
新
設
し
ま
す
。

●
「�

石
崎
」
バ
ス
停
は
、
市
の
施
設
（
二
日

市
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
の
最

寄
の
バ
ス
停
の
た
め
、施
設
利
用
者
は
、

乗
降
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

▽
健
康
推
進
課(

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内)

ま
す
。

●�

申
請
に
必
要
な
も
の(

本
人
が
手
続
き
す

る
場
合)

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明

・
本
人
確
認
書
類

・
印
鑑

※�

前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
は
離
職
票
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課 

医
療
年
金
担
当

第
60
回 

介か
い

護ご

者し
ゃ

の
つ
ど
い

「
紙か

み

お
む
つ
の
選え

ら

び
方か

た

・
使つ

か

い
方か

た

」

　
紙
お
む
つ
の
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ

て
、
何
を
使
え
ば
よ
い
か
？ 

ど
う
や
っ
て

使
う
の
か
？ 

な
ど
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？ 

も
れ
な
い
工
夫
な
ど
を
一
緒
に
体
験

も
し
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。(

申
し
込
み

不
要)

●�

講
師　
松
﨑 

麻
美
さ
ん(

排
泄
ケ
ア
ア

ド
バ
イ
ザ
ー)

●��

日
時　
５
月
９
日(

火)

、
13
時
30
分
～

15
時
30
分

●�

場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚

室
●
参
加
費　
無
料

●�

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
者
支
援
課

　
☎(

９
２
０)

８
６
１
１

▽
カ
ミ
ー
リ
ヤ
総
合
受
付
窓
口

　
☎(

９
２
０)

８
０
０
０

国こ
く

民み
ん

年ね
ん

金き
ん

の
保ほ

険け
ん

料り
ょ
う

が
変か

わ
り

ま
す

●�

平
成
29
年
度(

平
成
29
年
４
月
～
30
年
３

月)

の
国
民
年
金
保
険
料

　

月
額
１
万
６
４
９
０
円

　　
前
も
っ
て
ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が

割
引
さ
れ
る
「
前
納
」
や
「
口
座
振
替
」、「
ク

レ
ジ
ッ
ト
納
付
」
と
い
っ
た
納
付
方
法
も
あ

り
ま
す
。
保
険
料
の
割
引
額
な
ど
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０(

０
５)

１
１
６
５

　

(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

※�

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場
合

は
、
☎
０
３(

６
７
０
０)

１
１
６
５

平
成
29
年
度
学が

く

生せ
い

納の
う

付ふ

特と
く

例れ
い

の

受う
け

付つ
け

が
始は

じ

ま
り
ま
す

　
平
成
28
年
度
中
に
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
て
い
た
人
も
、
年
度
ご
と
に
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
29
年
度
分(
29
年
４
月
～
30
年
３

月)

の
申
請
は
、
４
月
か
ら
受
付
を
開
始
し

土と

地ち

家か

屋お

く

等と

う

縦じ
ゅ
う

覧ら

ん

帳ち
ょ
う

簿ぼ

の
縦じ

ゅ
う

覧ら

ん

を
行
い
ま
す
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就し
ゅ
う

学が
く

援え
ん

助じ
ょ

の
申し

ん

請せ
い

手て

続つ
づ

き

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
義
務
教
育
へ
の
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
お
よ
び
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど

の
援
助
を
行
う
就
学
援
助
の
制
度
で
す
。

●
受
付
期
間　
４
月
３
日(
月)
か
ら
随
時

行
い
ま
す
。

▽�

認
定
・
支
給　
申
請
し
た
月
～
平
成
30
年

３
月
30
日(

金)

※
前
住
所
地
と
の
重
複
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

５
月
末
日
ま
で
に
申
請
し
た
人
は
４
月
分

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

●
受
付
場
所　
市
立
小
中
学
校
、
市
学
校
教

育
課

●
対
象　

①�

生
活
保
護
の
停
止
、
廃
止
を
受
け
て
１
年

以
内
の
世
帯

②�

市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
の
適
用
を

受
け
て
い
る
世
帯

③�

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
世

帯
④�

平
成
28
年
度
市
民
税
所
得
割
額
が
、
認
定

基
準
額
以
下
の
世
帯

【
認
定
基
準
額
】

　
平
成
28
年
度
市
民
税
額(

所
得
割
額)

が

15
歳
以
下
の
子
ど
も
２
人
ま
で
の
世
帯
…

９
万
７
２
０
０
円
以
下

　
以
降
、
子
ど
も
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
、

調
整
額
２
万
１
３
０
０
円
を
加
算
す
る
。

※�

６
月
１
日
以
降
に
申
請
し
た
人
は
、
平
成

29
年
度
市
民
税
所
得
割
額
に
よ
り
認
定
し

ま
す
。

※�

早
期
受
付
期
間
中
に
申
請
し
た
世
帯
は
、

再
度
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
学
校

教
育
」
→
「
就
学
援
助
」

●
問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育

 
住じ

ゅ
う

宅た
く

用よ
う

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
導ど

う

入に
ゅ
う

促そ
く

進し
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

を
実じ

っ

施し

し
ま
す

　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

人
を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
補
助
金
の
額

▽�

住
宅
用
太
陽
光
発
電(

太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム)

　
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
２
万
５
千
円(

最

高
10
万
円)

▽
民
生
用
燃
料
電
池(

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム)

　
一
律
10
万
円

●�

補
助
対
象
者(

全
て
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す)

浄じ
ょ
う

化か

槽そ
う

設せ
っ

置ち

費ひ

用よ
う

の
一い

ち

部ぶ

を
補ほ

助じ
ょ

し
ま
す

　
生
活
排
水(

台
所
、
洗
濯
機
、
風
呂
場
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
水)

に
よ
る
水
質
汚
濁

を
防
止
す
る
た
め
、
浄
化
槽
設
置
費
用
の
一

部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象

　
専
用
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
人
。
単
独
処
理
浄
化
槽(

し
尿

の
み
処
理)

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽(

し
尿

と
雑
排
水
を
処
理)

へ
の
切
替
え
を
含
む
。

　
た
だ
し
、次
の
区
域
へ
の
設
置
を
除
き
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
の
認
可
区
域

○
地
域
し
尿
処
理
施
設
の
処
理
区
域

○
大
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
処
理
区
域

○
農
業
集
落
排
水
施
設
処
理
区
域

●
補
助
金
額

人
槽
区
分
・
補
助
限
度
額

▽
５
人
槽
・
33
万
２
千
円

▽
６
～
７
人
槽
・
41
万
４
千
円

▽
８
～
10
人
槽
・
54
万
８
千
円

●
申
請
期
間

　
４
月
３
日(

月)

～
12
月
28
日(

木)

▽
設
置
や
維
持
管
理
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先
　
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
地
域
環
境
課

☎(

５
１
３)

５
６
１
１

▽
補
助
金
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
課

▽�

住
ん
で
い
る
自
宅
や
、
ま
た
は
住
も
う
と

し
て
い
る
住
宅(

店
舗
な
ど
と
の
併
用
住

宅
を
含
む)

に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
市
民

▽�

市
内
事
業
者(

市
内
の
事
業
所
、
市
内
に

住
所
が
あ
る
個
人
事
業
主)

と
工
事
請
負

契
約
を
締
結
し
て
設
置
す
る
人

▽�

同
じ
住
宅
へ
の
対
象
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に

お
い
て
補
助
金
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

▽�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
電
力

会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
締
結
し
て
設
置

す
る
人

▽
世
帯
全
員
の
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

○�

暴
力
団
員
な
ど
と
密
接
な
関
係
を
有
し
な

い
人

●
注
意
事
項

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電(

太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム)

・
民
生
用
燃
料
電
池(

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム)

と
も
に
次
の
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

▽
工
事
着
工
前
の
事
前
申
請
で
あ
る
こ
と
。

▽�

実
績
報
告
書
を
２
月
末
日
ま
で
に
提
出
す

る
こ
と
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
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保ほ

留り
ゅ
う

地ち

を
販は

ん

売ば
い

し
ま
す

●
販
売
方
法　
一
般
競
争
入
札

●
申
込
書
配
布
受
付
期
間

　
３
月
27
日(
月)
～
４
月
21
日(

金)

、
９

時
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
申
込
書
配
布
受
付
場
所
お
よ
び
入
札
会
場

　
筑
紫
駅
西
口
区
画
整
理
事
務
所(
市
内
大

字
筑
紫
６
３
６-

１)

●
入
札
日
時

▽
物
件
①

　

５
月
31
日(

水)

、
受
付
時
間
10
時
30
分

～
10
時
55
分
、
開
始
時
間
11
時
～

▽
物
件
②

　

５
月
31
日(

水)

、
受
付
時
間
13
時
30
分

～
13
時
55
分
、
開
始
時
間
14
時
～

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
区
画
整
理
課(

筑
紫
駅
西
口
区
画
整
理
事

務
所)

▽
☎(

９
２
６)

４
６
３
８

▽
6(

９
２
６)

４
６
３
９

▽
電
子
メ
ー
ル

　

kukakuseiri@
city.chikushino.

fukuoka.jp

●�

詳
細
な
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

物件 番号 位置 面積 予定価格 用途地域

物件① 保留地121号 39街区６画地 194.34㎡ 13,900,000円 
第２種中高層住居
専用地域

物件② 保留地123号 40街区19画地 253.77㎡ 20,350,000円 第１種住居地域

●物件　筑紫駅西口土地区画整理事業地内の保留地(２区画)

●保留地位置図 ●保留地詳細図

筑紫駅西口区画整理事務所

筑紫コミュニティセンター

駅前広場
駐輪場

西鉄筑紫駅

物件②

物件①

第121号
保留地
194.34㎡

第121号
保留地
194.34㎡

電柱電柱

物件①
単位:m
物件①
単位:m

第123号
保留地
253.77㎡

第123号
保留地
253.77㎡

物件②
単位:m
物件②
単位:m
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お
掃そ

う

除じ

男だ
ん

子し

！ 

～
今い

ま

さ
ら
聞き

け

な
い
？ 
チ
ャ
レ
ン
ジ
編へ

ん

～

　
「
日
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
た
い
！
」

そ
ん
な
男
性
を
応
援
す
る
講
座
で
す
。
自
宅

で
の
お
掃
除
の
基
本
や
コ
ツ
を
少
人
数
で
楽

し
く
学
び
ま
す
。
あ
な
た
も
、
快
適
な
住
み

よ
い
住
空
間
を
自
分
の
手
で
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

●
日
時　
４
月
22
日(

土)

、
14
時
～
16
時

●
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
学
習
室

６●
講
師　
富
永 

由
美
さ
ん(

ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
Ｓ
ａ
ｎ)

●
定
員　
先
着
10
人

●
対
象　
関
心
の
あ
る
男
性

●
託
児(

６
カ
月
～
就
学
前
ま
で)

　
託
児
希
望
の
場
合
は
「
子
ど
も
の
名
前(

ふ

り
が
な)

年
齢・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号(

ま
た
は
住
所・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス)

」
を
４
月
14
日(

金)

ま

で
に
参
加
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。(

先
着
５
人)

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
で
「
①
氏
名　
②
電
話
番
号(

も
し
く
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス)

」を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
男
女
共
同
参
画
推
進
課(

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内)

▽
☎(

９
１
８)

１
３
１
１

▽
電
子
メ
ー
ルdanjo@

city.chikushino.
fukuoka.jp

筑ち
く

紫し

野の

市し

社し
ゃ

会か
い

教き
ょ
う

育い
く

委い

員い
ん

市し

民み
ん

委い

員い
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

　
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
教
育
行
政
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
筑
紫
野
市
社
会
教

育
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。
家
庭
や
地

域
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
に
つ
い
て
、
と

も
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
人
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員　
２
人
以
内(

委
員
総
数
16
人)

●
応
募
資
格　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽�

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
社
会
教
育
に
意

欲
や
関
心
が
あ
る
人

▽�

応
募
時
に
就
任
し
て
い
る
市
の
各
種
審
議

会
・
委
員
会
の
数
が
二
つ
以
内
の
人

▽�

在
任
期
間
の
会
議
な
ど
に
出
席
で
き
る
人

(

定
例
会
年
４
回
、
必
要
に
応
じ
小
委
員

会
な
ど
を
開
催
。
研
修
な
ど
へ
の
参
加
も

健け
ん

康こ
う

測そ
く

定て
い

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
ま
す

　
春
に
な
り
ま
し
た
。
体
を
引
き
締
め
た
い

人
、
体
を
動
か
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
、
ま
ず
は
自
身
の
体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？(

要
申
し
込
み)

●
日
時　
４
月
29
日(

土)

、
９
時
30
分
～

15
時
、
1
人
60
分
程
度

●
内
容

①�

測
定
項
目　
体
成
分
測
定(

筋
肉
量
、
脂
肪

量
な
ど)

、血
管
年
齢
測
定
、全
身
持
久
力
・

握
力
、
柔
軟
性
、
バ
ラ
ン
ス
測
定
、
ロ
コ

モ
度
チ
ェ
ッ
ク
・
姿
勢
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

②
結
果
説
明

③
運
動
メ
ニ
ュ
ー
体
験

★�

結
果
説
明
と
運
動
メ
ニ
ュ
ー
体
験
は
別
日

に
実
施
。測
定
日
に
予
約
確
認
を
し
ま
す
。

●
対
象　
20
歳
以
上
の
人

●
料
金　
５
０
０
円

●
定
員　
先
着
50
人

※
20
分
間
隔
で
の
予
約
制
で
各
４
人
ず
つ

●
持
参
す
る
も
の　
運
動
し
や
す
い
服
装
、

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
申
込
期
間　
４
月
６
日(

木)

、
９
時
～

※
毎
週
月
曜
日
は
お
休
み
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
健
康
測
定
室(

カ
ミ
ー
リ

ヤ
内)

☎(

９
２
０)

８
０
７
０

あ
り
ま
す)

●�

任
期　
６
月
１
日
～
平
成
31
年
５
月
31
日

(

２
年
間)

●�

応
募
方
法　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
配
付

す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
小

論
文(

様
式
任
意
、
８
０
０
字
程
度)

を

添
え
て
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

小
論
文
テ
ー
マ
「『
子
ど
も
の
体
験
活
動
』

の
有
用
性
」

●�

募
集
期
間　
４
月
３
日(

月)

～
４
月
21

日(

金)

必
着

●�

選
考
方
法　
申
込
書
・
小
論
文
、
面
接(

５

月
上
旬
予
定)

に
よ
り
選
考
し
ま
す
。ま
た
、

応
募
者
全
員
に
審
査
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

・
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・�

委
員
の
氏
名
は
公
表
し
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
充
分
留

意
し
、
他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

・�

筑
紫
野
市
社
会
教
育
委
員
は
筑
紫
野
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
協
議
会
委
員
を
兼
務
し

ま
す
。
会
議
は
同
日
開
催
、
あ
わ
せ
て
２

時
間
程
度
の
予
定
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818-

0057
市
内
二
日
市
南
１-

９-

３

　
生
涯
学
習
課 
生
涯
学
習
総
務
担
当(

生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
内)

☎(

９
１
８)

３
５
３
５
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「
ま
ち
を
見み

つ
め
よ
う
学が

っ

級き
ゅ
う

」

学が
っ

級き
ゅ
う

生せ
い

募ぼ

集し
ゅ
う

～
「
ま
ち
の
こ
と
」
を
も
っ
と
振
り
返
ろ
う
、

考
え
よ
う
～

　
私
た
ち
の
身
近
な
日
常
生
活
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
ま
ち
の
行
政
や
選
挙
と
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
私
た
ち
の
「
ま
ち
の
こ
と
」
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

学
習
内
容
は
学

級
の
中
で
年
間
計
画
を
立
て
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
平
成
28
年
度
の
学
習
実
績
】

５
月　
開
級
式
、
講
話

６
月　
防
災
出
前
講
座

７
月　
県
政
出
前
講
座
「
介
護
保
険
制
度
」

８
月　
市
議
と
の
懇
談

９
月　
館
外
学
習
「
福
岡
市
民
防
災
セ
ン

　
　
　
タ
ー
ほ
か
」

10
月　
参
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て

11
月　
館
外
学
習
「
筑
紫
女
学
園
大
学
学
生

　
　
　
と
情
報
交
換
会
」

12
月　
筑
紫
地
区
政
治
学
級
生
社
会
見
学

１
月　
筑
紫
地
区
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

２
月　
県
政
出
前
講
座「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」

３
月　
閉
級
式(

年
間
反
省
会)

●
開
催
日
時　
５
月
～
平
成
30
年
３
月
の
原

則
第
３
水
曜
日
、
13
時
30
分
～(

２
時
間
程

度)●
主
な
開
催
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３

階
学
習
室
６

●
募
集
人
数　
若
干
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
応
募
期
限　
４
月
17
日(

月)

ま
で

●
会
費　
年
間
１
０
０
０
円

●
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
『
ま
ち
を
見
つ
め
よ

う
学
級
申
し
込
み
』と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

6(

９
２
３)

２
０
３
９

廃は
い

棄き

パ
ソ
コ
ン
を
宅た

く

配は
い

利り

用よ
う

で

無む

料り
ょ
う

回か
い

収し
ゅ
う

　
本
年
３
月
１
日
、
市
と
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社(

環
境
省
認
定
事
業
者)

は
、

廃
棄
パ
ソ
コ
ン
回
収
に
つ
い
て
の
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

●
対
象
と
な
る
生
垣

　
生
垣
の
長
さ
３
ｍ
以
上(

１
ｍ
に
つ
き
２

本
以
上
列
植
・
樹
木
の
高
さ
１
ｍ
以
上)

●
対
象

　
市
内
に
住
宅
用
地
を
所
有
し
、
新
た
に
生

垣
を
設
置
す
る
人　

※�

過
去
に
交
付
を
受
け
た
人
や
生
垣
の
や
り

直
し
、
補
修
な
ど
は
対
象
外
。

※�

生
垣
の
設
置
場
所
な
ど
に
は
基
準
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
生
垣
の
長
さ
・
補
助
金
額

▽
３
ｍ
以
上
４
ｍ
未
満
・
２
万
円

▽�

４
ｍ
以
上
、
３
ｍ
か
ら
１
ｍ
増
す
ご
と
に

２
千
円
を
加
算(

上
限
５
万
円)

※�

生
垣
を
設
置
す
る
前
に
市
へ
の
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
受
付
開
始
日　
４
月
３
日(

月)

●
注
意
事
項

▽�

生
垣
設
置
後
、
職
員
が
確
認
し
補
助
金
の

額
を
確
定
し
ま
す
。

▽�

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
、
適
正

な
管
理
な
ど
の
遵
守
事
項
が
あ
り
ま
す
。

▽
予
算
の
範
囲
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

　
他
に
も
交
付
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い

内
容
、
申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
ま
た
は
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
都
市
計
画
課 

計
画
担
当

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
同
社
に

パ
ソ
コ
ン
の
回
収
を
依
頼
す
る
場
合
の
料
金

は
原
則
、
無
料
と
な
り
ま
す
。
小
型
家
電
も

同
梱
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
消
去
ソ
フ
ト

を
無
料
で
利
用
で
き
、
安
心
し
て
排
出
で
き

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
処
分
方
法
の
一
つ
と
し

て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
回
収
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
類
は
、
正
し
く
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

●
利
用
方
法

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
」

(http://w
w

w
.renet.jp)

と
検
索
し
、

申
込
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む
。

②�

廃
棄
す
る
パ
ソ
コ
ン
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

な
ど
に
詰
め
る
。(

箱
は
３
辺
の
合
計
が

１
４
０
㎝
以
内
で
、
重
さ
20
㎏
以
内
の
も

の
に
限
る)

③�

希
望
し
た
日
時(

最
短
翌
日)

に
回
収
に

訪
れ
る
宅
配
業
者
に
引
き
渡
す
。

※�

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
今
後
変
更
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、
リ
ネ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

生い
け

垣が
き

推す
い

進し
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
く

補ほ

助じ
ょ

金き
ん

を
交こ

う

付ふ

し
ま
す

　
生
垣
を
新
た
に
設
置
す
る
人
に
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

筑紫女学園大学学生と情報交換会
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命
と
命
と
命
と･･･

そ
の
だ  

ひ
さ
こ

　
右
肩
靱
帯(

じ
ん
た
い)

断
裂
で

６
週
間
余
、手
術
入
院
し
て
い
た
。

暮
れ
も
新
年
も
病
室
で
、
一
人
で

迎
え
た
。
初
め
て
富
士
山
の
鮮
や

か
な
刻
々
の
初
日
の
出
を
見
た
。

し
か
も
快
晴
の
。
し
か
し
、
テ
レ

ビ
で
。
そ
れ
で
も
ほ
ん
と
う
に
こ

う
ご
う
し
い
鮮
や
か
な
光
だ
っ
た
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
人
生
初
体
験

は
あ
る
も
の
だ
。

　
「
人
工
関
節
バ
イ
パ
ス
手
術
」
と

い
う
大
き
な
手
術
だ
っ
た
ら
し
い

が
、
骨
を
削
ら
れ
、
金
属
を
埋
め

ら
れ
、
ボ
ル
ト
で
留
め
、
残
っ
た

自
分
の
肉
を
か
ぶ
せ･･･

ド
ク
タ
ー

た
ち
の
説
明
を
聞
い
て
も
自
分
に

さ
え
分
か
ら
な
い
。
一
日
中
の
麻

酔
が
切
れ
た
と
き
、
激
痛
が
や
っ

て
き
た
。
痛
み
止
め
な
ど
効
か
な

い
。
睡
眠
剤
も
意
味
が
な
い
。
ど

ん
な
耐
え
る
方
法
も
な
い
。
ベ
ッ

ド
の
上
で
汚
れ
こ
け
、
目
は
と
ん

が
り
、形
相
は
ゆ
が
み
、“
山
姥(

や

ま
ん
ば)

”
の
よ
う
だ
っ
た
の
か
、

痛
み
で
手
も
足
も
な
く
な
っ
て
ダ

ン
ゴ
虫
の
よ
う
に
無
抵
抗
だ
っ
た

の
か
。大
き
な
傷
と
金
属
で
と
が
っ

た
さ
み
し
い
肩
が
残
っ
た
。

　
右
肩
と
腕
を
固
定
し
た
大
き
な

装
具
を
つ
け
た
ま
ま
の
生
活
、
睡

眠
時
も
水
平
の
ま
ま
身
動
き
で
き

な
い
。だ
ん
だ
ん
自
分
が
サ
イ
ボ
ー

グ
化
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
。
そ
の
装
具
が
と
れ
た
と
き

の
喜
び･･･

と
同
時
に
恐
怖
が
や
っ

て
き
た
。
４
週
間
余(

正
確
に
は

断
裂
し
て
か
ら
３
カ
月)

、
腰
の

横
で
留
め
、
ま
っ
す
ぐ
下
に
降
ろ

し
た
こ
と
の
な
い
右
手
を
降
ろ
す

と
、
地
面
の
方
に
ぐ
い
！ 

と
引
っ

張
ら
れ
る
恐
怖
感
。
重
い
、
重
い

腕
！･･･
重
力
の
発
見
!?

　
装
具
が
と
れ
る
と
“
自
立
”
の

生
活
訓
練
が
始
ま
る
。食
事
、風
呂
、

衣
服
の
着
脱
。
三
大
リ
ハ
ビ
リ
の

課
題
①
顔
を
両
手
で
洗
う
。
②
食

事
を
右
手
で
お
箸
を
使
っ
て
食
べ

る
。
③
字
を
右
手
で
書
く
。
普
通

に
で
き
て
い
る
こ
と
の
何
と
い
う

大
切
さ
、
あ
り
が
た
さ
。

　
手
術
を
し
た
病
院
と
リ
ハ
ビ
リ

を
し
た
病
院
の
２
カ
所
に
い
た
。

他
人
の
小
さ
な
優
し
さ
も
冷
た
さ

も
骨
身
に
し
み
る
生
活
。
同
室
で

は
偶
然
３
人
も
保
育
士
さ
ん
に
お

会
い
し
た
。
腰
や
膝
を
痛
め
て
。

大
変
だ
が
大
切
な
職
業
！ 

子
ど
も

た
ち
を
抱
え
、
立
ち
座
り
が
頻
繁

な
う
え
の
過
労
で
あ
る
だ
ろ
う
。

廊
下
を
一
日
中
車
椅
子
で
回
っ
て

い
る
男
の
方
を
看
護
師
さ
ん
が
毎

日
押
し
て
い
る
。
夕
刻
か
ら
仕
事

を
終
え
た
母
親
が
駆
け
つ
け
、
代

わ
っ
て
車
椅
子
を
押
し
て
お
ら
れ

た
。
さ
ぞ
、
お
疲
れ
だ
ろ
う
と
勝

手
に
切
な
い
。

　
そ
の
う
ち
、
私
は
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
靴
を
履
い
て
院
内
を
歩
き
は
じ

め
た
。「
元
気
や
ね
え
」
と
あ
き
れ

ら
れ
た
が
、
24
時
間
の
肩
の
金
属

と
骨
の
き
し
み
を
緩
和
す
る
ど
ん

な
方
法
も
な
か
っ
た
か
ら
、
歩
け

ば
時
が
流
れ
血
液
循
環
が
良
く
な

る
！ 

な
ん
て
一
人
思
い
な
が
ら
。

ひ
た
す
ら
前
を
向
い
て
ス
ト
ス
ト

歩
い
た
。
見
な
く
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
お
姿
が
飛
び
こ
ん
で
き
た
。
何

と
い
う
さ
ま
ざ
ま
に
病
ん
だ
命
。

病
室
は
24
時
間
、
ド
ア
を
開
け
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
消

灯(

22
時)

後
、
響
く
ナ
ー
ス
コ
ー

ル
。
痛
み
に
身
体
じ
ゅ
う
曲
が
っ

て
い
る
命
も
、
う
な
り
続
け
る
こ

と
で
生
き
て
い
る
命
も
、
右
と
左

の
足
を
交
互
に
出
す
の
に
懸
命
な

命
も
、
皆
か
け
が
え
の
な
い
命
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
政
策
課 

人
権
・
同
和
教
育
担
当

「広
こ う

報
ほ う

ちくしの」・市
し

ホーム
ページへの掲

け い

載
さ い

広
こ う

告
こ く

募
ぼ

集
しゅう

　広告掲載料、申込方法など、詳細は広
告取扱代理店に問い合わせください。
【広報ちくしの】
●対象号　平成29年５月１日号〜平成30
年４月15日号の24号
●発行部数　41,200部(４月現在)
【市ホームページ】
●ホームページアドレス
　http://www.city.chikushino.fukuoka.jp
●掲載対象期間　平成29年４月１日〜平
成30年３月31日
●トップページアクセス数
　61,049件(平成28年度、月平均)
※�参考値であり、アクセス数を保証する

ものではありません。
【共通】
●平成29年度広告取扱代理店
　株式会社ホープ　☎(７１６)１４０４
●�広報紙・市ホームページについての問
い合わせ先　秘書広報課

安
あ ん

全
ぜ ん

で安
あ ん

心
し ん

な水
み ず

の利
り

用
よ う

を
　市では、安全で安心して使用できる水
道水の供給に努めています。
　水道水の行政区人口に対する普及率は
83.9％となっています。水道水は、法律
などにより水質基準が定められ、市でも
定期的に水質検査を行う安全で安心なも
のです。給水区域内において、まだ水道
水を利用していない場合は、利用の検討
をお願いします。
　水道水を利用する場合は、市指定給水
装置工事事業者へ申し込んでください。
申請から施工までを行い、工事完了後、
市が検査します。水道水を利用する際は、
工事費のほかに加入金や手数料が必要で
す。(井戸から水道水利用への切り替え
については、加入金の減免規定があります)
　詳細は、市ホームページをご覧になるか、
お問い合わせください。　
●�問い合わせ先
　上下水道工務課 給排水担当
　☎(９２３)７１７２


